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この課題に関わるSDGsの番号

読み書き障害をはじめとした
学習障害に配慮した学習デザ
インにより、教育効果を高める

誰もが公平に使うことができ
るデザインを広めることで不
平等を軽減する

高齢であっても、障がいを抱え
ていても、どんな人でも
安心して暮らせるまちづくりを実
現する



テーマ設定の理由

・もともとユニバーサルデザインに興味があって、SDGsとの関連を知り

たかったから

・自分の身の回りにたくさんあるユニバーサルデザインについてもっと学

びたかったから



ユニバーサルデザインとは？

「すべての人のためのデザイン」「みんなにやさしいデザイン」

年齢、性別、文化、国籍、能力、身体の状況など、

人々が持つさまざまな個性や違いにかかわらず、

最初から誰もが利用しやすく、暮らしやすい社会となるよう、

まちや建物、もの、しくみ、サービスなどを

提供していこうとする考え方



ユニバーサルデザインの例　No.1



ユニバーサルデザインの例　No.2



現状 ＜年齢階層別障がい者の推移＞

障がい者数は年々増加傾向にある
→障がいのある人も無い人も共に暮らしやすい環境づくりが必要



＜総人口に占める高齢者の割合＞

近年、急速に高齢化が進んでいる
→将来を見据えた誰にでも優しい環境づくりが必要不可欠になってくる



＜日本に住む外国人の推移＞

コロナ禍を除いて日本に住む外国人は増えている
→言葉、文化、環境が大きく異なる外国人の方々が安心して暮らせるまちづくりが必要



解決策

・駅の音声案内がよく聞き取れない（高齢者、障がい者）

　→音量アップ、文字情報との併用

・外出したいが階段や段差をのぼれない（高齢者、障がい者）

　→エレベーター・エスカレーターの設備、スロープの設置

・日本語の案内が読めない（外国人）

　→様々な外国語表記をする



課題

・ユニバーサルデザイン化整備をしても、効果が現れにくい　効果が
目に見えない
・ユニバーサルデザイン化の重要性を説明することが難しい
→耐震対策や老朽化対策が優先になってしまう
→社会的に見てユニバーサルデザインの優先順位が低い
・まだまだユニバーサルデザイン化できていないところがある



10代からの提言

昔に比べたらだいぶユニバーサルデザインが広まってきているけれど、ま
だまだ困っている人はたくさんいると思うので、
もっとユニバーサルデザインの優先順位をあげて、みんなが暮らしやすい
環境にしてほしい

自分も含めみんなが「心のユニバーサルデザイン」を持ってほしい
「こうしたらみんなが便利で安全だな」「これだと快適に使えない人がいる
のではないか」など、自分の身の回りのことや周りにいる人たちのちょっと
先を想像する



感想

・今回ユニバーサルデザインについて、たくさん調べたり考えたりして、自分が

できることもあるし心のユニバーサルデザインを持つことが大切だと思った

・歩道や点字ブロックにものを置かない、「ゆずる」心を持つ、困っている人に声

をかけるなど自分にできることからやってみようと思った

・この先もっとユニバーサルデザインが普及して誰もが暮らしやすい世界になっ

てほしい


